
The decision to commercialize Kurumi, 
a caregiving and medical support robot

“Humans have evolved intellectually by creating 
tools. Now, we have arrived in an era where 
the tools humans create are endowed with 
intelligence. Incorporating tools with their 
own will in our everyday lives should help take 
humans to the next stage.”
　So says Ryo Saegusa, associate professor at 
the Department of Robotics and Mechatronics 
in the Faculty of Creative Engineering at the 
Kanagawa Institute of Technology. His research 
theme is the symbiosis of humans and machines. 
In this day and age, robots and artificial 
intelligence are rapidly being incorporated into 
our daily lives, making research efforts into the 
symbiotic relationships between artificial tools 
and humans essential.
　Two specific research themes are (1) caregiving 
and medical support robotics and (2) physical 
augmentation interfaces. Efforts in the first theme 
include the development of Lucia, a caregiving 
and medical concierge robot. The prototype 
model in the laboratory is equipped with multiple 
features for lightening the load of people working 
on the forefront of caregiving and medicine, 
including human interaction, patrol, remote 
operation, and monitoring of vitals.
“Lucia is equipped with various equipment for 

monitoring vitals. Disabled or elderly persons 
simply need to grip Lucia's arm with its sensor to 
measure vitals such as pulse and blood pressure. 
It also features image recognition via cameras 
for automated patrols around care facilities, 
and thermal cameras with face recognition that 
use machine learning to take the temperature of 
patients, then send the data to staff if there is a 
problem.”
　One of Lucia's most important features is 
rehabilitation support. It provides visual and 
auditory stimulation in walking assistance, and 
is expected to help out the elderly and persons 
suffering from Parkinson's disease. Such 
versatile features have garnered high praise from 
the medical community, and the mass-production 
model Kurumi with only patrol and monitoring 
features is expected to go to market.
　Research into physical augmentation interfaces 
as mentioned in the second theme are being 
applied in rehabilitation efforts. One example 
the professor talked about was finger interface 
Mano, a rehabilitation device for persons who 
cannot bend and extend their fingers.
"To rehabilitate someone who cannot move the 
fingers on their left hand, for example, artificial 
intelligence would learn right hand movement, 
then send the data to Mano, which is worn on 
the left hand. This enables rehabilitation via 
mirror image motion reproduction. When the 

patient views left hand movement, the motor 
section of the brain is activated, and physical 
stimulation by Mano allows them to perceive 
finger movement."

From physics to machine learning
and finally to robot development

　Associate professor Saegusa originally 
specialized in physics. In that field he learned 
modeling, a way to express the phenomena and 
principles of the world in mathematical formulas. 
He then wondered if this discipline could be 
applied to the field of information engineering, 
and began working in a machine learning 
laboratory in college. He wanted to use machine 
learning to create an artificial intelligence but 
ran into a problem - without a body, one cannot 
create human-specific intelligence. How could he 
endow an artificial intelligence with physicality? 
In the end, the professor found himself in his 
current field of robotics research.
“Using machine learning, I developed a robot 
that can mimic human behavior, proving that 
the intelligence of the robot is also developing 
thanks to physical mimicry. Now as the next 
step in my research, I am engaged in creating a 
framework from which people can learn through 
robotic assistance. This takes shape in the theme 
of rehabilitation.”
　Recently we hear stories of more than half 
the jobs performed by humans being replaced 
by artificial intelligences or robots. However, 
associate professor Saegusa is only focused on 
a symbiosis between humans and machines.
“My interest lies in how the presence of robots 
will change humans. If human-derived intelligence 
can work in harmony with people, it is possible 
to move to the next stage in intelligence, just 
as when apes evolved into humans. I want to 
decipher the hints to this transformation via 
experiments in symbiotic relationships.”

1 Associate professor Saegusa having discussion with a group of students around caregiving and medical concierge robot Lucia. Many researchers in the laboratory are women.
2 Mouth cavity interface Orale (on left) and finger interface Mano (on right). The mouth cavity interface is expected to be used by ALS (amyotrophic lateral sclerosis) patients.
3 The laboratory is home to an assistive bed and wheelchair for demonstrations akin to situations in the caregiving and medical fields.
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This mirror-image finger rehabilitation system transfers 
data simulating movement of fingers on the right hand to 
an interface for the left hand. Using a technique known as 
“motion copying,” a variety of finger movement patterns are 
recreated despite the limited power source.

Associate Professor, Department of Robotics 
and Mechatronics, Faculty of Creative Engineering
［Human-machine Symbiosis Technology / Cognitive Development Systems］

SAEGUSA Ryo

Deciphering the next stage 
of the world from a symbiotic 
relationship between humans and robots

Mass-production model Kurumi
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で歩行をアシストするもので、高齢者やパーキ

ンソン病患者の利用が期待されている。こうし

た多彩な機能は、医療現場からの評価も高く、

Luciaの巡回見守り機能のみを搭載した量産

型モデルくるみは、近々製品化される見通しだ

という。

　②の身体拡張インターフェースの研究もリハ

ビリの現場で応用されている。一例として紹介

してくれた手指インターフェースMano（マーノ）

は、手指の曲げ伸ばしができない人のための

リハビリ装置だという。

「例えば、左手の指が動かない人のリハビリを

する場合、右手の動きを人工知能に学習させ、

そのデータを左手に装着したManoに送りま

す。これは鏡像的な運動再現によるリハビリ支

援の手法で、患者さんは左手の動きを見ること

で脳の運動野の特定分野が活性化され、さら

にManoの物理的な刺激によって、指の動きを

知覚することができるのです」

物理学から機械学習へ
最終的にロボット開発に至る

　もともとの専門は物理学だった。ここでこの

世界の現象や法則を数式で表す「モデリング」

という手法を身につけ、これを情報工学の分

野で応用できないかと考え、大学時代は機械

学習の研究室に所属した。そこで、機械学習

の技術を用いて、人工知能をつくろうと考えた

のだが、人間特有の知能は身体がないとつく

れないという壁にぶつかる。人工知能に身体

性を与えるにはどうすればいいか̶。そう

考え、最終的に現在のロボットの研究にたど

り着いた。

「機械学習を用いて、人間の動作を模倣できる

ロボットを開発し、身体性を用いた模倣によっ

て、ロボット自体の知能も発達することが証明

できました。そして今、私は次のステップとし

て、ロボットの支援によって、人間が学ぶ仕組

みづくりに取り組んでいます。その格好のテー

マがリハビリだったのです」

　最近、人間が担う半数以上の仕事が、人工

知能やロボットに代替されるといった話をよく

耳にする。しかし、三枝准教授がこだわるの

は、あくまでも「人間と機械の共生」だ。

「私の興味はロボットがいることで、人間がど

う変わるかという点にあります。この人間から

派生した知性体と人間が調和できるとサルか

らヒトに進化したように、知的ステージは次の

段階へ進む可能性があります。そのヒントをこ

の共生関係の実験の中から読み解きたいと

思っています」

介護医療支援ロボット
くるみの製品化が決定

「人間は道具をつくり出すことで、知的に進化

してきました。そして今、人間がつくった道具に

知能が載る時代が到来しました。意思を持った

道具を生活に取り込むことで、人間は次のス

テージに進めるでしょう」

　そう語るのは、神奈川工科大学創造工学部

ロボット・メカトロニクス学科の三枝亮准教授

だ。研究テーマは「人間と機械の共生」。人間

の生活の中にロボットや人工知能が急速に入

り込んできた現在、こうした人工的な道具と人

間のよりよい共生関係のあり方を追究する取り

組みは不可欠のものだろう。

　具体的な研究テーマとしては、①介護医療支

援ロボティクス、②身体拡張インターフェースな

どが挙げられる。①で取り組んでいるのが、介

護医療コンシェルジュロボットLucia（ルチア）の

開発だ。研究室にある試作モデルでは、「人応

対機能」「見回り機能」「遠隔操作機能」「バイタ

ル運動計測機能」といった介護、医療の現場で

働く人たちの負担を軽減するための多彩な機

能を搭載している。

「Luciaには、実にさまざまなバイタル計測装置

が搭載されています。内蔵アームにはセンサー

が搭載されていて、障がい者や高齢者の方が

アームの部分を握るだけで、脈拍や血圧といっ

たバイタル情報を測定できます。ほかにもカメ

ラを使った画像認識機能があり、介護施設内

を自動巡回しながら、機械学習で顔認識した

患者の体温をサーモカメラで測定し、異常があ

れば、データを職員に送信したりすることもで

きます」

　Luciaの重要な機能のひとつに「リハビリ支

援機能」がある。これは視覚的・聴覚的な刺激

量産型モデルくるみ

1 介護医療コンシェルジュロボットLuciaを囲みながら学生たちとディス

カッション。研究室は女性メンバーも多い
2 口腔インターフェースOrale（オラーレ／左）と手指インターフェース

Mano（マーノ／右）。口腔インターフェースはALS（筋萎縮性側索硬化

症）患者などの利用が期待される
3 研究室には介助ベッドや車イスがあり、介護医療現場を想定したデモン

ストレーションが可能だ
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神奈川工科大学 
神奈川県厚木市下荻野1030

問い合わせ
企画入学課 TEL：046-291-3002

INFORMATION

人間とロボットの共生関係から
この世界の次のステージを読み解く

人間がつくり出した知性体は
人類を新たな地平に導くのか!?
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右手の指の動きを模倣したデータを、左手のインターフェースに転送する鏡像的な手指リハビリシ
ステム。「運動転写」と呼ばれる手法で、少ない駆動源ながら多様な手指パターンを再現している
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プレプリント https://cp.kanagawa-it.ac.jp/tech_news 

先進 AI 研究所 身体性をもつ共生型 AI の研究 

 

先進 AI 研究所の人間機械共生研究室では，身体性をもつ共生型 AI の研究を行っています． 

 

近年は自動運転車やスマートフォンなど，これまで人が操作していた装置や道具に AI が導

入されてきました．その結果，機械に細かな操作や指示を与える必要がなくなって便利にな

った反面，望んでいた結果と異なる状況に対処しなくてはいけないことも増えてきました．

例えば，掃除をしているロボットの前方に邪魔な物があると，掃除しやすくなるように物を

少し動かしてあげることがあります．問題を根本的に解決するためにはロボットを改良し

て認識や行動の機能を高めるべきなのかもしれませんが，その場の解決方法として，ロボッ

トが行おうとしている掃除の流れを予想してそっと手助けすることで，掃除の仕上がりが

良くなります．対面する機械に対する受け止めや対処方法はその機械を詳しく知る人とそ

うでない人で異なります．しかしながら，機械の自律性や複雑性が高まってくると，その機

械の開発者であっても思い通りに制御することに無理を感じたり，機械の素朴な意志や行

動を助けてあげたい気持ちになったりすることがあります．特に人間の生活空間で働くシ

ステムやロボットと上手く付き合うためには，自分の意思を示すことや相手の意思を理解

することが人間と機械の双方に必要となってきます．  

 

さて，このような人間と機械の共生に関する問題を背景に行っている研究が，冒頭に述べた

身体性をもつ共生型 AI の研究です．人間と機械がやり取りし，その結果として共に知能を

発達させることができるようなメカニズムを見つけることが研究の目標です．このような

共創的な知能の発達を実現させるためのメディアやインターフェースとして，私たちは機

械の身体性に着目しています．ここでの身体性とは広義の意味で，人間が触れることができ

るハードウェアに加えて，仕草や表情などの動きを表現する CG アバターや視覚的な存在

感を与える投影体など，身体の代わりになるソフトウェアも含みます．このような身体はや

り取りをする相手を捉えたり，相手に向けて意志を具現化したりする有限な存在と見るこ

とができます．そして身体が有限であることは，知能が起こす行動や選択を制約すると同時

に知能が発達するきっかけを作ります．字数の制限やキャンバスの大きさが文章や絵の内

容に影響を与えるように，身体の有限性は行動や選択を最適化する動機を生み出します． 

 

最近の囲碁や将棋では戦法の研究や対局の観戦に AI が活用されていますが，これからは人

間と AI が身体も使いながら共創的に知能を発達させていく世界が到来するだろうと私たち

は考えています．本稿ではそのような未来をイメージして開発したシステムやロボットを

紹介します．図 1 の Camina（カミーナ）は理学療法で用いられる歩行テスト(TUG Test)

の動作を計測して歩行機能を評価するシステムです．高齢者のフレイル予防のために歩行



機能を日常的に計測します．図１ の Rosnu（ロスナ）は間や無言などの沈黙を認識して応

答する体を持った音声対話システムです．話者の無言に対して語り掛け，システムが応答内

容を考える際に生じる間の意味を仕草で表現することで，自然な会話のリズムを作ります．

図 1 の Cibo（チーボ）は食卓の状態や手先と口腔の動作を認識して食事の進行を助けるシ

ステムです．食事の誘導や案内は高齢者や視覚障害者，子供にも有効です．食物をよく噛ん

でいるか，咀嚼についても非接触で見守ります． 

 

図 1. 歩行計測システム(Camina），音声対話システム(Rosnu），食事支援システム(Cibo) 

 

図 2 の Mani（マーニ）は Cibo（チーボ）と連携して食事の進行を助けるロボットです．自

分の腕やフォークの動作を見聞きして学習します．また，食物の大きさと長さを測り，食べ

やすさを判定して食物を提供します．図 2 の Lucia（ルチア）は介護，医療，福祉の現場で

見守りや生理計測を行うヘルスケアロボットです．昼間は介護施設の利用者の健康管理を

支援します．巡回中に施設の利用者を見つけると近寄り，手を握ってもらうことで脈拍や血

中酸素などを確認します．夜間は職員の見守りの作業を支援します．出歩いている人を見つ

けると声を掛け，倒れている人には近寄って呼吸や体温を確認して職員に知らせます． 

 

図 2. 食事介助ロボット(Mani)，生理計測ロボット(Lucia) 

 

これらのシステムやロボットは産学官連携研究プロジェクトとして推進している事業の研

究成果です．学内外で行った成果報告の様子を図 3 に示します．今後は身体性をもつ共生

型 AI の社会実装を進めながら，機械の自由な振る舞いを人間がどこまで許容できるかなど，

AI によるヒトの知と心の変容に迫る研究を展開していく予定です． 

 

図 3. 成果報告（神奈川県本庁舎，県広報誌 11 月号，本学先進技研，パシフィコ横浜） 
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         介 護 の 未 来 【 前 編 】

今 号 か ら 2 回 に わ た り 、 人 間 と 機 械 の 共 生 や

医 療 福 祉 分 野 で の ロ ボ ッ ト ・ A I  支 援 を 研 究 し て い る

神 奈 川 工 科 大 学 准 教 授 の 三 枝 亮 さ ん と 共 に 、

人 間 が ロ ボ ッ ト や A I と 共 存 す る 介 護 の 未 来 に つ い て 考 え ま す 。

神 奈 川 工 科 大 学  准 教 授

潤 生 園 理 事 長

三 枝 亮 時 田 佳 代 子

潤 生 園 か ら ケ ア を 考 え る

A I に よ る 食 の 見 守 り

時 田 　 三 枝 先 生 を ご 紹 介 く だ さ っ た の

は 、 私 共 と 長 き に わ た っ て 「 介 護 と 食 」

に つ  て 研 究 を ご 一 緒  た だ  て  る 神

奈 川 工 科 大 学 管 理 栄 養 学 科 の 饗
あ い ば
場 直 美

教 授 で し た ね 。 初 め て 三 枝 先 生 の お 話

を う か が っ た と き は 、 ロ ボ ッ ト や A I

 人 工 知 能  が 介 護 の 現 場 、 特 に 食 事 の

場 面 で ど の よ う に 関 与 す る こ と が で き

る の か 、 ま っ た く 想 像 で き ま せ ん で し

た 。 先 生 は ど の よ う な と こ ろ か ら 、 食 に

関 す る 介 護 支 援 に 興 味 を お 持 ち に な っ

た の で し ょ う か 。

三 枝
　
「 食 」 は 人 間 ら し さ が 最 も 際 立 つ

特 徴 の 一 つ で す 。 人 間 が 健 や か に 楽 し く

生 き て  く た め に 、 食 事 が 非 常 に 重 要

だ と  う 点 は 、 み な さ ん 相 違 な  意 見

か と 思  ま す 。 し か し 、 年 齢 と 共 に 食

が 細 く な っ た り 介 助 が 必 要 に な る な ど 、

介 護 の 現 場 で は 大 き な 課 題 に も な り ま

す 。 そ う  っ た 課 題 に ロ ボ ッ ト や A I

が 役 だ つ 部 分 が  る の で は な  か と 思

 研 究 を 始 め ま し た 。

　
最 初 に 想 定 し た ロ ボ ッ ト の 役 割 の 一 つ

は 「 見 守 り 」 で す 。 高 齢 に な る と 、 特 定

の 食 べ も の に 注 視 す る こ と で ま わ り の 食

べ も の に 気 づ か な く な っ た り 、 眠 気 が 生

じ て 食 事 が 中 断 し て し ま う 方 が  ま す 。

ま た 、 食 べ も の が 喉 に 詰 ま る と 、 命 に 関

わ る 危 険 も  り ま す 。 食 事 は 生 活 の 中 心

に  り 介 助 す る 頻 度 が 高  う え に 危 険

度 も 非 常 に 高 く 、 職 員 の 方 々 が 苦 労 さ

れ る 場 面 な わ け で す 。 で す の で 、 ま ず は

そ の よ う な 場 面 で の ロ ボ ッ ト の 「 見 守 り 」

か ら ス タ ー ト し よ う と 考 え ま し た 。

時 田 　 食 事 の 介 助 で は 、 安 全 に 食 事 が

食 べ ら れ る よ う に 援 助 す る だ け で な く 、

お  し く 召 し 上 が っ て  た だ け て  る

か ど う か に も 気 を 配 る 必 要 が  り ま す 。

原 則 は  る も の の 極 め て 個 別 性 が 高 

行 為 で も  り 、 現 場 で の 経 験 か ら 身 に

付 け て  か な け れ  な り ま せ ん 。 最 も 重

要 か つ 最 も 難 し  ス キ ル の 一 つ で す 。 さ

ら に は 一 人 の 介 護 職 員 が 一 度 の 食 事 で 、

6  7 人 の 人 に 目 を く  ら な け れ   け

な  と  っ た 状 況 も 生 じ ま す 。

　
そ ん な と き に 、 介 助 し て  る 人 以 外 の

高 齢 者 が 安 全 に 召 し 上 が っ て  る か ど う

か を 見 守 っ て く れ る 助 け が  れ  、 本 当

に 安 心 だ な と 感 じ ま す 。 ロ ボ ッ ト に よ る

「 見 守 り 」 、 ど ん な 内 容 が 想 定 さ れ て  る

の で し ょ う か 。

 

食 べ も の 自 体 が 語 り か け る

三 枝
　
具 体 的 に 考 え て  る ア プ ロ ー チ は

食
器
の
位
置
を
知
ら
せ
る
立
体
音
響
シ
ス
テ
ム
の
体
験

高
尾
秀
伸
研
究
室
と
共
同

ヘ

ド
フ
ォ
ン

か
ら
の
音
声
を
通
し
て
食
べ
物
の
位
置
を
伝
え

自
力
で
食
事
す
る
高
齢
者
を
支
援
す
る

写
真
上

の
被
験
者
は
潤
生
園
管
理
栄
養
士
の
尾
上
千
鶴
主
任



三 つ  り ま す 。 一 つ は 、 お 皿 に 食 べ も の

が 残 っ て  る こ と を 音 声 で 知 ら せ 、 食 事

を 取 る こ と 自 体 を 支 援 す る し く み で す 。

立 体 音 響 技 術 を 研 究 し て  る 高 尾 秀 伸

先 生 と の 共 同 研 究 か ら 、 テ ー ブ ル の 上 に

ど ん な 食 べ も の が ど の  た り に  る の か 、

食 べ も の 自 体 が 語 り か け て 教 え る 音 声

ア プ ロ ー チ が 可 能 に な っ て き て  る の で

す 。
時 田 　 先 ほ ど 研 究 室 の み な さ ん に ご 案

内  た だ き 見 学 さ せ て  た だ き ま し た が 、

食 べ も の の 方 か ら 食 べ る 人 に ア プ ロ ー チ

し て く る と は ま っ た く 想 像 で き な か っ た

世 界 で 、 と て も 面 白  と 思  ま し た 。 体
学
生
の
た
め
の
多
目
的
広
場
と
し
て

2
0

2
0
年

12
月

15
日
に
竣
工
し
た

K
A

IT
広
場
に
て

 
左
よ
り
三
枝
亮
先
生

時
田
佳
代
子

 理
事
長



令
和

年
度
新
入
職
員
研
修

4
月
に
入
社
し
た

5
名
の
新
入
職
員
が
無
事
に

3
ヶ
月
半
の
入
社
時
研
修
を
終
了
し
ま
し
た


全
員
が
介
護
・
福
祉
以
外
の
学
部
出
身
で
す

が

入
社
時
研
修
に
初
任
者
研
修
の
カ
リ
キ


ラ
ム
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
た
め

研
修
修
了

と
同
時
に
資
格
も
取
得
し
て
い
ま
す


研
修
全
体
で
は
単
に
介
護
の
知
識
や
技
術
を

学
ぶ
だ
け
で
な
く

利
用
者
体
験
を
通
し
て
当

事
者
の
理
解
に
努
め
た
り

研
修
中
に
お
世

話
に
な

た
方
々
へ
感
謝
を
伝
え
る
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
し
た
り
と

様
々
な
経
験
を
し
ま
し
た


こ
れ
か
ら
は
各
現
場
と
研
修
部
門
と
二
人
三

脚
で
の
人
財
育
成
が
続
き
ま
す

配
属
さ
れ
た

現
場
で
は


潤
生
園
の
ケ
ア
に
通
底
す
る
人

は
人
と
し
て
存
在
す
る
だ
け
で
尊
い

と
い
う

理
念
の
実
践
を
感
じ
取

て
く
れ
て
い
る
よ
う

で
す

こ
れ
か
ら
の
時
代
が
求
め
る
介
護
職

員
の
理
想
に
向
か

て

若
い
力
の
成
長
に
期

待
し
て
い
ま
す


絵
本

 『
こ
の
あ
と
ど
う
し
ち
ゃ
お
う
』

お
爺
ち
ゃ
ん
は
天
国
に
行
く
の
が
楽
し
み
だ
っ
た
の
か
な

そ
れ
と
も


死
ん
で
し
ま

た
ら
ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う


誰
し
も
一
度
は
考
え
た
こ
と
が
あ
る
テ

マ

で
は
な
い
で
し

う
か

こ
の
絵
本
で
描
か
れ
る
死
後
の
世
界
は


ク
ス

と
笑
え
て
楽

し
そ
う

で
も
一
方
で
死
と
向
き
合
う
孤
独
に
つ
い
て
も
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す

僕
の
祖

母
は
癌
で
亡
く
な
り
ま
し
た

癌
を
宣
告
さ
れ
た
と
き
家
族
の
前
で
は
気
丈
に
振
る
舞


て
い
た
祖
母
が
抱
え
て
い
た
孤
独
は
ど
れ
ほ
ど
だ

た
ん
だ
ろ
う

こ
の
絵
本
が
描
く
よ

う
な
天
国
で
楽
し
く
過
ご
し
て
く
れ
て
い
た
ら
嬉
し
い
な


『
シ
ェ
フ

 三
ツ
星
フ
ー
ド
ト
ラ
ッ
ク
始
め
ま
し
た
』

つ
ま
ず
い
た
っ
て
や
り
直
せ
る
、
や
り
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
や
っ
ち
ゃ
え
ば


美
味
し
そ
う
な
料
理
と
ラ
テ
ン
ミ


ジ

ク
が
印
象
的
な
こ
の
映
画


ひ
と
言
で
最
高


そ
し
て
と
て
も
お
腹
が
空
く
映
画
で
す

こ
の
映
画
の
制
作
・
脚
本
・
主
演
も
務
め
た
ジ


ン
・
フ

ブ
ロ

監
督
は


前
作
の
映
画
で
批
評
家
か
ら
厳
し
い
批
判
に
さ
ら
さ
れ


本

当
に
自
分
が
作
り
た
い
映
画
を
作
ろ
う

と
撮
影
し
た
そ
う
で
す

仕
事
が
上
手
く
い
か
な

い

や
り
た
い
こ
と
と
現
実
の
ギ


プ
に
悩
む

そ
ん
な
と
き
に
オ
ス
ス
メ
な
映
画
で
す


是
非

キ


バ
サ
ン
ド
を
食
べ
な
が
ら


著
者

ヨ
シ
タ
ケ
シ
ン
ス
ケ
　
出
版
社

ブ
ロ
ン
ズ
新
社

  発
行
日


2
0

1
6
年

4
月

監
督

ジ

ン
・
フ

ヴ
ロ

　
制
作
国

ア
メ
リ
カ
　
製
作


2
0

1
4
年
　

推
薦
者

安
倍
有
輝

小
田
原
福
祉
会
で
人
材
育
成
と
広
報
に
携
わ
る
よ
う
に
な

て
も
う
す
ぐ

5
年

組
織
風
土
を
よ
り
良
く
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

み
つ

ば
ち
の
会

で
も
活
動
中


好
き
な
も
の

書
店

劇
団
四
季

イ
ン
テ
ル
ミ
ラ
ノ

い
い
ち
こ
　
嫌
い
な
も
の

き
ゅ
う
り

ト
マ
ト

曖
昧
な
指
示

N
E

W
S

B
O

O
K

 
&

 
M

O
V

I
E

潤
生
園
ス
タ
ッ
フ
が
薦
め
る

潤
生
園
の
台
所

1
 
米
は
と
ぎ

水
を
し

か
り
切

て
乾
か
し
て
お
く

 
 

2
 
米
が
乾
い
た
ら

水
と
酒
を
炊
飯
器
に
入
れ


す
ぐ
に
炊
く

3
 
鮭
は


し

か
り
と
加
熱
し

大
き
く
ほ
ぐ
し
て
お
く

 
 

4
 
大
葉
は
半
分
に
切
り
千
切
り

み

う
が
と
生
姜
は
針
千
切

 
り
に
し
て
よ
く
洗
い

水
気
を
し

か
り
切

て
お
く

 
 

5
 
白
ご
ま
は


軽
く
炒

て
お
く

 
 

 

6
 
炊
き
あ
が

た
ら

す
ぐ
に
水
分
を
ふ
き
取

た
飯
台
に
入
れ



 
合
わ
せ
酢
を
回
し
入
れ


切
る
よ
う
に
素
早
く
混
ぜ
る


 
そ
の
際
に

う
ち
わ
又
は
扇
風
機
で
あ
お
ぐ

 
 

7
 
粗
熱
が
取
れ
た
ら

白
ご
ま
と
大
葉

1
/2
量
・
生
姜
を
加
え
て

 
混
ぜ
る

 
 

 
 

 

8
 
ご
飯
を
よ
そ
い

鮭
を
ト

ピ
ン
グ
し

最
後
に
残
り
の
大
葉

 
を
散
ら
し
て
完
成

 
 

 
 

 
 

 
 

合 わ せ 酢

【
材
料
】  

4
人
分
量

御
飯

 
2
合

酢
 

6
6

.6


砂
糖

 
2

1
.6


伯
方
の
塩

 1
1

.6


み
り
ん

 
1

3
.3


味
の
素

 
少
々

鮭
 

3
切

大
葉

 
4
枚

生
姜

 
2

0
g

み
ょ
う
が

 
2
つ

い
り
ご
ま

 
少
々

徳
納
愛
菜

穴
部
特
養
の
栄
養
ケ
ア
と
厨
房
業
務

を
主
に
行
な

て
い
ま
す

今
年
で

8
年
目
に
な
り
ま
し
た


車
で
何
処
か
に
出
か
け
た
り

美
味

し
い
も
の
を
食
べ
る
の
が
好
き
で
す


さ
っ
ぱ
り
鮭
の
香
り
寿
司

の 麻 痺 に よ っ て 視 空 間 が 限 定 さ れ て 

る 高 齢 者 に は 、 右 側 に  る 食 べ も の は

食 べ ら れ る け れ ど 、 左 側 に  る 食 べ も の

は 全 部 残 っ て し ま う と  う こ と が 起 こ

り ま す 。 ま た 、 食 事 中 に ウ ト ウ ト し て

し ま う 傾 向 が  る 方 に も 「 食 べ る こ と 」

を 認 識 し て も ら え る 、 そ ん な こ と が 可

能 に な る の で は と 、 想 像 で き ま す ね 。

口 腔 体 操 の 支 援

三 枝
　
二 つ 目 は 、 食 事 の 消 化 を 助 け た

り 、 誤 飲 誤 嚥 を 避 け る た め の 口 腔 体 操

時
田

佳
代

子


と
き

た
・

か
よ

こ


潤
生
園
理
事
長

神
奈
川
県
小
田
原
市
生
ま
れ


地

元
小
田
原
で
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ

ン
の
開
業
・
経
営
を
経
て

平
成

14
年

社
会
福
祉
法
人
小
田
原

福
祉
会
に
入
職


平
成

3
0
年
よ

り
社
会
福
祉
法
人
小
田
原
福
祉
会

理
事
長


誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

し
続
け
ら
れ
る
地
域
づ
く
り
に
従
事

す
る

認
知
症
ケ
ア
事
業
協
同
組

合
理
事
長

全
国
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
連
絡
会
理
事


三
枝

亮


さ
え
ぐ

さ
・
り
ょ
う


神
奈
川
工
科
大
学
創
造
工
学
部

 准
教
授



工
学
博
士

早
稲
田
大
学
理
工
学
部
助
手


Is
ti

tu
to

 

It
a

li
a

n
o

 d
i 

T
e

c
h

n
o

lo
g

ia
, 

D
e

p
t.

 o
f 

R
B

C
S

 シ
ニ
ア
博
士
研
究
員

豊
橋
技
術

科
学
大
学
人
間
・
ロ
ボ

ト
共
生
リ
サ

チ

セ
ン
タ

特
任
准
教
授
を
経
て
現
職
へ



機
械
・
シ
ス
テ
ム
・
ロ
ボ

ト
な
ど
の
人
工

物
が
人
や
環
境
に
働
き
か
け
な
が
ら
発
達

し

応
対
す
る
人
の
心
や
力
も
育
ま
れ
る
よ

う
な

人
と
機
械
の
共
生
的
な
行
動
・
発
達

の
方
法
論
を
探
る


の 支 援 で す 。 介 護 の 現 場 で は 、 映 像 な

ど を 見 な が ら 口 の 準 備 体 操 を さ れ て 

た り し ま す よ ね 。 そ こ で 、 食 前 準 備 と

し て 、 ロ ボ ッ ト を 使 っ た 楽 し  ア プ ロ ー

チ が で き な  か と 考 え ま し た 。 そ の 結

果 で き た の が 、 口 を 単 純 化 し た ア バ タ ー

 分 身  の よ う な も の を 用 意 し て 、 自 分

の 口 が 動 く と 鏡 の よ う に ア バ タ ー の 口

が 動 く と  う 仕 掛 け で す 。 同 じ よ う に

動 く も の が 目 の 前 に  る と 、 自 分 の パ ー

ト ナ ー の よ う に 感 じ ま す し 、 ア バ タ ー が

大 き く 口 を 開 け る と 自 分 も 真 似 し て 大

き く 口 を 開 け る よ う に な り 、 楽 し く ト

食
べ
物
の
形
や
大
き
さ
を
認
識
し
て
口
元
に
運
ぶ
開
発
段
階
の
ロ
ボ

ト

両
腕

14
関
節
の
駆
動
制
御
に
よ
り
フ
ォ

ク
や
ス
プ

ン

を
使

て
食
べ
物
を
運
ぶ



深
度
カ
メ
ラ
や
温
度
カ
メ
ラ
を
用
い
て
食
事
中
の
デ

タ
を
集
め
食
物
の
位
置
と
内
容
を
高
齢
者
に
知
ら
せ
る
食
事
ナ
ビ
ゲ

シ

ン


シ
ス
テ
ム


レ ー ニ ン グ で き る の で は な  か と 考 え て

 ま す 。

嚥 下 の 見 守 り

三 枝
　
三 つ 目 は 、 き ち ん と 飲 み こ め た

か 、 つ ま り 嚥 下  え ん げ  飲 み 下 し  の 見

守 り 支 援 で す 。 嚥 下 は 体 内 の こ と な の

で 、 慣 れ て  る 職 員 で な  と 飲 み 込 ん

だ か ど う か が わ か り づ ら  。 け れ ど そ

う  う 体 内 で 起 こ っ て  る こ と を 可 聴

化 し 、 職 員 が そ の リ ズ ム を 聞 け る 環 境

が  れ  、 た と え  複 数 の 介 助 を 行 な っ

て  る 時 、 介 助 が そ れ ほ ど

必 要 で な  方 を 耳 で 見 守 る

こ と が で き ま す 。 ま た 高 齢

者 の 方 も 、 飲 み 下 し た 音 が

自 分 に 聞 こ え れ  、 食 べ た

り 飲 み 込 ん だ り す る リ ズ ム

を 自 分 自 身 が 知 覚 し て 、 自

分 の リ ズ ム で 飲 み 込 め る よ

う に な る 可 能 性 も  り ま す 。

時 田 　 嚥 下 に 関 す る 情 報 を

音 で キ ャ ッ チ で き る よ う に

な れ  、 現 場 は 大  に 助 か

る と 思  ま す 。 お っ し ゃ る

通 り 、 食 事 は 食 べ 始 め て か

ら だ け の 問 題 で は な く 準 備

体 操 も 重 要 で す し 、 食 事 中

は き ち ん と 覚 醒 し て 、 食 べ る こ と を 意 識

し て も ら う 必 要 も  る 。

 「 食 べ る 」 と  う 行 為 を 改 め て 分 解 し て

み る と 、 さ ま ざ ま な 動 作 に 気 を 配 り な が

ら 安 全 に 美 味 し く 、 と  う 現 場 で の 食

介 護 の 営 み が 見 え て き ま す 。
　

　
今 回 詳 し く お 聞 か せ  た だ  た 研 究

を 、 三 枝 先 生 の 研 究 室 の 方 々 と 潤 生 園

が 実 証 実 験 と し て ご 一 緒 す る こ と で 、 現

場 の 介 護 職 員 に と っ て 役 立 つ  ろ  ろ な

発 見 が  り そ う で す 。 A I が 支 援 す る

介 護 の 未 来 に 期 待 し て  ま す 。

 次 号 に 続 き ま す 
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         介 護 の 未 来 【 後 編 】

前 号 に 引 き 続 き 、 人 間 と 機 械 の 共 生 や 医 療 福 祉 分 野 で の

ロ ボ ッ ト ・ A I  支 援 を 研 究 し て い る

神 奈 川 工 科 大 学 准 教 授 の 三 枝 亮 さ ん と 共 に 、

人 間 が ロ ボ ッ ト や A I と 共 存 す る 介 護 の 未 来 に つ い て 考 え ま す 。

神 奈 川 工 科 大 学  准 教 授

潤 生 園 理 事 長

三 枝 亮 時 田 佳 代 子

か け が え の な い 存 在 に な る 可 能 性

時 田 　 今 、 介 護 の 現 場 に は た く さ ん の

ロ ボ ッ ト が 登 場 し は じ め て い ま す ね 。 た

ん に 作 業 支 援 と い う だ け で な く 、 ア ザ ラ

シ 型 の セ ラ ピ ー 用 ロ ボ ッ ト の よ う に 、 ふ

れ あ う こ と で 愛 着 が 湧 い て 心 を 落 ち 着

か せ る 心 理 的 効 果 が 認 め ら れ た ロ ボ ッ

ト も あ り ま す 。

　
人 間 は 、 お 気 に 入 り の モ ノ や 人 形 な

ど の 無 生 物 に も 愛 着 を も つ こ と が で き

る 生 き も の で す か ら 、 ロ ボ ッ ト が か け が

え の な い 存 在 に な る 可 能 性 も あ る の で

は な い か と 思 っ て い ま す 。

三 枝
　
今 見 て い た だ い て い る の は 「 く る

み 」 と い う 名 前 の ロ ボ ッ ト で す 。 人 検 知

セ ン サ ー が つ い て い ま し て 、 夜 間 出 歩 い

て い る 人 を 検 知 し て 職 員 に 連 絡 す る ロ

ボ ッ ト で 、 す で に 製 品 化 さ れ て い ま す 。

時 田 　 人 は 基 本 的 に 自 立 し て 生 き た い

と 願 う も の で も あ り ま す 。 年 を と っ た

り 障 害 を も っ た り し て 誰 か に 依 存 し な

け れ ば な ら な い 場 面 で 、 、 そ の 状 況 や 助

け て く れ る 相 手 に 対 し て 心 理 的 な 負 担

が 生 ま れ る こ と も あ り ま す 。 そ の よ う

な と き 、 相 手 が 人 で は な く ロ ボ ッ ト で

あ る ほ う が 心 理 的 な 負 担 を 軽 減 で き る

可 能 性 が あ り ま す ね 。 そ し て そ れ は 「 く

る み 」 の よ う に 人 間 の か た ち を し て い な

く て も い い の で は な い か と 、 今 日 研 究

室 の ロ ボ ッ ト た ち を 見 な が ら 実 感 で き

ま し た 。

ロ ボ ッ ト を 育 て る

三 枝
　
人 間 は 、 自 動 車 や 飛 行 機 な ど の

道 具 を 発 明 す る こ と で 、 速 く 移 動 す る 、

空 を 飛 ぶ 、 と い う よ う に 身 体 的 な 能 力

を 拡 張 し て き ま し た が 、 ロ ボ ッ ト は こ れ

ま で の 道 具 と 違 い 、 身 体 的 な 拡 張 だ け

で な く 精 神 的 に も 拡 張 で き る 可 能 性 が

あ り ま す 。

　
ロ ボ ッ ト の 作 り 手 と し て は 、 ロ ボ ッ ト

は 生 き も の と 人 工 物 の 間 に あ る 存 在 だ

と 考 え て い ま す 。 人 と や り 取 り を 重 ね

る こ と で 、 ロ ボ ッ ト は 進 化 し て い く 。 私

た ち は い ま 、 人 類 史 上 初 め て 「 進 化 す る

人 工 物 に 対 峙 す る 」 と い う 局 面 を 迎 え て

い る の で す 。

　 午 前 中 に は 対 話 シ ス テ ム を 体 験 し て

い た だ き ま し た 。 シ ス テ ム の 語 り か け に

時 田 先 生 が 応 答 し て 対 話 を 進 め て い く

と い う も の で し た が 、 ち ょ っ と ち ぐ は ぐ

な や り 取 り に な り ま し た よ ね 。 ち ぐ は

ぐ さ は 「 設 定 の 想 定 を 超 え た 反 応 」 だ っ

た と い う こ と で も あ り ま す 。 人 が 想 定

し て い な か っ た 反 応 を 返 す と い う こ と

は 、 あ る 意 味 、 独 立 し た 精 神 を つ く っ

て い る よ う な 部 分 が あ る わ け で 、 人 間

の 思 い 通 り に な ら な い ロ ボ ッ ト へ の 対 応

や 共 存 を 人 間 が 試 さ れ る 時 代 に な っ て

き た と も 言 え ま す 。

時 田 　 ロ ボ ッ ト の 中 に ど ん な 情 報 が 蓄

積 さ れ る か に よ っ て 出 力 が 変 わ っ て く

る こ と 、 時 に は 設 定 者 の 想 定 外 の 反 応

に な る か も 知 れ な い と い う こ と は よ く

理 解 で き ま し た 。 入 力 さ れ る 情 報 が 人

間 の 営 み や そ の 環 境 か ら 蓄 積 さ れ る も

の で あ る と す る な ら ば 、 結 果 は あ る 程

度 、 予 測 の 範 囲 に 収 め る こ と は 可 能 で

は な い か と 想 像 し ま す 。 ロ ボ ッ ト が 意 外

な 反 応 を 返 す こ と は あ っ て も S F の よ

う に 人 間 が 恐 れ る よ う な 存 在 に は な ら

な そ う で す ね 。

三 枝
　
そ の 点 は ま っ た く 同 感 で す 。 施

設 に は そ れ ぞ れ 違 う 営 み の 形 が あ り ま
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す 。 そ の 中 に ロ ボ ッ ト を 置 き 、 そ の 施 設

な ら で は の 情 報 を 学 習 さ せ る 。 「 変 化 す

る ロ ボ ッ ト を 育 て る 時 代 に 入 っ て き た 」

と い う こ と 。 そ う す る こ と で 、 施 設 ご と

に 違 っ た ロ ボ ッ ト に な る と い い な と 。

時 田 　 そ れ は 興 味 深 く 、 現 場 で の 活 用

イ メ ー ジ も 湧 い て く る お 話 で す ね 。 介

護 も 看 護 も そ う な の で す が 、 行 為 と 成

果 の 関 係 が そ の 場 で 目 に 見 え る も の で

は な い た め 、 評 価 軸 が 立 て に く い と い

う 課 題 が あ り ま す 。 そ こ で 今 我 々 の 施

設 で は 、 現 場 で 起 き て い る こ と を デ ー タ

と し て 入 力 し 蓄 積 す る こ と で 、 介 護 の

評 価 を 客 観 的 に 可 視 化 し よ う と す る 試

み が 始 ま っ て い ま す 。 施 設 に 暮 ら す 人

に と っ て そ の 介 護 が 良 か っ た の か 悪 か っ

た の か を 抽 出 し よ う と し て い る ん で す 。

ま だ 入 れ ら れ る 情 報 が 限 ら れ て い ま す

し 、 ビ ッ グ デ ー タ に は な っ て い な い の で

フ ィ ー ド バ ッ ク 情 報 も 十 分 で は あ り ま

せ ん が 、 そ う い っ た 現 場 の 善 し 悪 し を 、

ロ ボ ッ ト の 感 情 表 現 や 動 き で 可 視 化 で

き た ら 、 も の す ご く 面 白 い で す よ ね 。

三 枝
　
そ の 面 白 さ や 可 能 性 を 、 現 場 に

い ら っ し ゃ る 時 田 先 生 に 感 じ て い た だ

け る こ と は 開 発 者 と し て と て も 嬉 し い

で す 。

　
可 視 化 の 例 で 考 え る と 、 た と え ば 、

潤 生 園 か ら ケ ア を 考 え る




